
　　司司法法制制度度改改革革はは，，行行政政改改革革ななどど社社会会経経済済

のの構構造造改改革革がが進進みみ事事前前規規制制，，事事前前調調整整をを中中

心心ととすするる社社会会かからら事事後後監監視視，，事事後後救救済済型型のの

社社会会へへ転転換換すするるここととにによよっってて，，経経済済行行動動やや

社社会会生生活活ににおおいいてて自自己己責責任任のの下下でで自自由由かかつつ

主主体体的的にに行行動動すするる個個人人をを基基礎礎ととすするる社社会会のの

構構築築をを目目指指すすももののででああるるとといいわわれれ

るる。。そそししててここれれはは当当然然ののここととなな

ががらら社社会会全全体体のの中中でで従従来来よよりり

もも司司法法のの役役割割をを増増大大ささせせるる

ももののとと考考ええらられれ，，論論者者にに

よよっっててはは，，行行政政優優位位型型社社会会

かからら司司法法優優位位型型社社会会へへのの

転転換換ででああるるとといいうう人人すすらら

いいるる。。

　　そそのの行行きき着着くく先先ががアアメメ

リリカカ型型のの訴訴訟訟社社会会ににななるる

かかどどううかかははととももかかくく，，そそここ

でで考考ええてておおかかななけけれればばなならら

なないいののはは，，改改革革にに伴伴うう摩摩擦擦をを

出出来来るる限限りり少少ななくくすするるここととでで

あありり，，特特にに資資力力ももななくく，，訴訴訟訟にに関関

すするる専専門門的的知知識識やや能能力力ににもも乏乏ししいい一一般般

庶庶民民にに対対すするる公公的的支支援援のの必必要要性性ででああるる。。国国

民民がが自自ららのの責責任任ににおおいいてて主主体体的的にに行行動動すするる

個個人人主主義義のの確確立立とといいっっててもも，，そそののよよううなな支支

援援制制度度ななくくししててはは机机上上のの空空論論ににすすぎぎなないい。。

　　そそののたためめににはは司司法法情情報報のの提提供供，，民民事事法法律律

扶扶助助，，国国選選弁弁護護ななどどのの充充実実，，強強化化がが不不可可欠欠

ででああるるがが，，ここれれららのの事事業業をを実実施施，，支支援援すするる

たためめのの中中核核的的なな組組織織ととししてて昨昨年年４４月月にに日日本本

司司法法支支援援セセンンタターー，，通通称称「「法法テテララスス」」がが設設

立立さされれ，，昨昨年年１１００月月かかららそそのの活活動動がが開開始始ささ

れれてていいるる。。

　　私私もも最最高高裁裁判判事事にに任任命命さされれるる直直前前のの約約１１

年年間間弁弁護護士士ををししてておおりり，，乏乏ししいい経経験験ななががらら

国国選選弁弁護護，，当当番番弁弁護護士士，，民民事事法法律律相相

談談ななどどにに携携わわっったたここととががああるる。。

そそここでではは法法的的トトララブブルルにに巻巻きき

込込ままれれたた人人たたちちののわわららににもも

すすががるる思思いいをを身身ににししみみてて感感

じじたたののでであありり，，そそののよよううなな

思思いいにに「「法法テテララスス」」はは，，十十

分分にに応応ええてていいかかななけけれればば

ななららなないいででああろろうう。。

　　ささてて，，「「法法テテララスス」」がが，，前前

述述ののよよううなな意意味味でで司司法法にに

おおけけるるセセーーフフテティィネネッットトのの

中中核核ととししてて機機能能しし，，司司法法をを

利利用用ししややすすいいももののととすするるにに

はは，，ままずず，，ここのの「「法法テテララスス」」をを

一一般般国国民民ににととっってて身身近近でで親親ししみみやや

すすいい存存在在ににししななけけれればばななららなないい。。そそのの

たためめににもも，，ままたた，，国国民民のの正正ししいい理理解解をを深深めめ

るる上上ででもも，，「「法法テテララスス」」にに関関すするる広広報報がが重重要要

ととななるる。。ささららななるる国国民民へへのの周周知知ににつついいてて，，

関関係係者者のの努努力力をを期期待待ししたたいい。。

　　そそししてて司司法法面面ででのの格格差差解解消消にに大大ききなな役役割割

がが期期待待さされれるる「「法法テテララスス」」のの今今後後のの活活動動とと

いいっっそそううのの機機能能強強化化にに注注目目ししたたいい。。
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